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RQフレックスを利用した 

土壌中アンモニア態窒素の簡易分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土壌中のアンモニア態窒素を、簡単に

しかも高い精度で分析できるＲＱフレッ

クス（小型反射式光度計）の利用方法を

紹介します。 

ＲＱフレックス（写真）は、試験紙な

どを用いて簡単に分析できることから、

土壌や汁液中の硝酸態窒素の分析ではす

でに広く利用されています。土壌中のア

ンモニア態窒素も、従来法と同じ 10％塩

化カリウム溶液で抽出すると、 

図２に示すように高い精度で分析するこ

とができます。 

また、土壌のｐＨとＥＣを測定（土１

：水２）した後のろ液を用いた場合にも、

精度がやや下がりますが、おおよその目

安として利用できます。 

(土壌肥料科 山崎浩司 088-863-4915) 

 
表１ リフレクトクァントアンモニウムテスト試薬の種類

測定域

(NH4mg/L）

施肥量が少ない場合

施肥後かなり日数が経過した時

5～20 通　　常

20～180 ＣＥＣなどの測定時

利　用　場　面

0.2～7

y = 0.9746x - 0.2741

R2 = 0.9657
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図２　土壌中アンモニア態窒素の分析時（KCl抽出液）における

　　従来法（セミミクロ蒸留法）とRQフレックス法の比較

(mg/100g乾土）

ＲＱフレックス本体とアンモニア分析用試薬 


